











































































































ない者） 6名、中級話者（日本での滞在歴 1年未満かつJLPTN2、N3程度） 6名とし、
上級話者と中級話者の共通言語が日本語になるように設定する。
ここで、日本語母語話者の接触経験を考慮したのは、多くの日本語母語話者は日常

















とタスク 2)用いて、航半5コマを母語話者 (NS)・上級話者 (H)が説明、後半5コ
マを中級話者 (M)が説明する（資料 l、2)。説明を聞いている間は、メモを取り、わ
からない部分に関しては質問等をしながら、全体のストーリーを完成させる。 M は、
タスク lとタスク 2の両方を行い、 NSおよびHは、タスク lか2のどちらか 1つを
行うことになる。そこで、カウンターバランスをとるため、 NSAがタスク lを行い、
HAがタスク 2を行った後、 NSBはタスク 2、HBはタスク lと、それぞれが 3回ずつ
タスク l、2を行うようにした（表 1)
表 1 話者とタスクの種類
話者 NS（母語話者） H （上級話者） M （中級話者）
A タスク 2 タスク 1 タスク 1、2
B タスク 2 タスク 1 タスク 1、2
C タスク 1 タスク 2 タスク 1、2
D タスク 1 タスク 2 タスク 1、2
E タスク 2 タスク 1 タスク 1、2






























69 MA  
70 NSA 
71 MA  
72 NSA 
73 MA  
74→ NSA 


















77 MA  おじさんがさよならといって、あな









19→ MA  それでは7番にはえっと、えっと男の人は、えっと、ウェイター
／さんに／
20 NSA /／うん／／
21 MA  えっと、う一、うん、お金を払いています
33 MA  はい、そうです
34 NSA なるほど、、、はいありがとうございます



















47 MA  
48 NSA 
49 MA  
50 NSA 
51 MA  
52 NSA 











































































































































24 MD  
25 NSD 



















上記の例は 24から 37までの発話であるが、 26では MDが「違った姿です」と述
べ、その意味が理解できなかったNSDは「違った姿？」と聞き返している。そこで、
MDが「安心する」と言い淀んでいる際に共同で発話を完成させようとしている。そ
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